
古紙パルプ配合率70%再生紙を使用。
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４
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４
０
０
年
の
伝
統　

大
溝
祭

分
部
光
信
が
大
溝
へ

　
高
島
市
勝
野
に
は
、
か
つ
て
大
溝
藩

と
よ
ば
れ
る
二
万
石
の
藩
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
大
溝
藩
の
起
源
は
、

元
和
５
年
（
１
６
１
９
年
）
８
月
に
、

伊
勢
国
上
野
（
現
在
の
三
重
県
津
市
）

城
主
で
あ
っ
た
分わ

け
べ部

光み
つ
の
ぶ信

が
、
新
し
い

領
地
と
し
て
近
江
国
大
溝
に
入
っ
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。
初
代
藩
主
の
光
信

は
、
織
田
信の

ぶ
ず
み澄

（
信
長
の
甥
）
が
築
い

た
大
溝
城
三
の
丸
跡
あ
た
り
（
現
在
の

分
部
神
社
）
に
陣じ

ん
や屋

と
よ
ば
れ
る
館や

か
たを

構
え
、
大
溝
城
下
の
町
並
み
整
備
を
進

め
ま
し
た
。

　

湖
西
地
域
唯
一
の
曳
山
祭
り

　
こ
の
分
部
氏
の
城
下
町
で
あ
る
大
溝

に
は
、
そ
の
当
時
の
華
麗
な
祭さ

い
れ
い
ぶ
ん
か

礼
文
化

を
今
に
伝
え
る
大
溝
祭
が
５
月
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
大
溝
祭
は
、
勝
野
に
所
在

す
る
日ひ

よ
し吉
神
社
で
行
わ
れ
る
湖
西
地
域

唯
一
の
曳ひ

き
や
ま山
祭
り
で
、
滋

賀
県
選
択
無
形
民
俗
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
起
源
は
、
光
信
が

大
溝
藩
を
治
め
た
際
に
、

始
め
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
現
在
祭
礼
は
、
５
月
３

日
に
宵よ

い
み
や宮

祭
、
４
日
に

本ほ
ん
さ
い祭

が
行
わ
れ
、
勝
野
の

５
地
区
か
ら
、
５
基
の
曳

山
（
湊み

な
と・

巴と
も
え・

宝た
か
ら・

勇ゆ
う

・

龍り
ゅ
う）
が
出
さ
れ
ま
す
。
曳

山
は
、
金
箔
や
漆
塗
り
が

施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
豪

華
な
天て

ん
ま
く幕

と
胴ど

う
ま
く幕

、
見
送
り
幕
な
ど
で

飾
ら
れ
ま
す
。
趣し

ゅ
こ
う向

を
凝
ら
し
た
各
曳

山
は
、古
式
に
の
っ
と
っ
て
笛
、太
鼓・

鉦か
ね

の
囃は

や
し子

で
巡
行
し
ま
す
。
３
日
の
宵

宮
祭
で
は
、
各
曳
山
は
提ち

ょ
う
ち
ん灯の

点
火
で

華
麗
に
彩
ら
れ
な
が
ら
夕
暮
れ
時
を
巡

行
し
ま
す
。
翌
日
、
４
日
の
本
祭
で

は
、
各
町
内
か
ら
総
門
（
旧
大
溝
陣
屋

正
門
）
前
に
曳
山
が
勢
揃
い
し
、
賑
や

か
に
囃
立
て
な
が
ら
日
吉
神
社
の
馬
場

へ
と
向
か
い
ま
す
。
神
社
で
は
神み

た
ま
う
つ

霊
遷

し
の
儀
式
な
ど
の
後
、
露つ

ゆ
は
ら払

い
を
先
頭

に
、
剣け

ん
ほ
こ鉾

、
傘か

さ
ほ
こ鉾

、
太
鼓
、
神み

こ
し輿

、
そ

し
て
曳
山
の
順
で
御
旅
所
や
各
町
内
へ

の
渡と

ぎ
ょ御

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

４
０
０
年
の
伝
統
を
未
来
へ

　
２
０
１
９
年
に
は
、
初
代
藩
主
の
分

部
光
信
が
大
溝
に
入
っ
て
４
０
０
年
を

迎
え
る
な
ど
伝
統
を
誇
る
大
溝
祭
で
す

が
、
近
年
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
参

加
で
き
る
曳
山
の
引
き
手
を
受
け
入
れ

る
な
ど
、
伝
統
文
化
の
継
続
と
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
た
新
た
な
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

湖
西
随
一
の
曳
山
祭
り
で
あ
る
大
溝
祭

に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。　新しい生活にも少しずつ慣れてこ

られましたか？多くの方が、新しい
環境で新年度をスタートされたかと

思います。私も 4 月から広報に携わることに
なりました。聞き手から発信する側になると
知った時は期待と不安が混ざりあって、落ち着
きのない毎日でしたが最近は少しずつ自覚と
やりがいを感じられるようになってきました。
　みなさんに楽しみにしていただける広報を
届けられるよう、頑張っていきますので、よ
ろしくお願いいたします！（Ａ）
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